
毎
週
火
・
金
曜
日
発
行
（
当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
、
休
日
の
翌
日
）

目

次

福
島
県
監
査
委
員

○
監
査
公
表
四
件

一

福
島
県
監
査
委
員

監 査 公 表 第 １ 号
地 方 自 治 法 （ 昭 和 22年 法 律 第 67号 ） 第 252条 の 37第 １ 項 の 規 定 に よ り 包 括 外 部 監 査 人 が

行 っ た 平 成 30年 度 の 包 括 外 部 監 査 の 結 果 に 基 づ き 講 じ た 措 置 に つ い て 、 福 島 県 知 事 か ら
通 知 が あ っ た の で 、 同 法 第 252条 の 38第 ６ 項 の 規 定 に よ り 、 次 の と お り 公 表 す る 。

令 和 ２ 年 ２ 月 14日
福 島 県 監 査 委 員 勅 使 河 原 正 之
福 島 県 監 査 委 員 佐 久 間 俊 男
福 島 県 監 査 委 員 美 馬 武 千 代
福 島 県 監 査 委 員 ● 家 惣 一 郎

元 人 第 1 9 9 9 号
令 和 ２ 年 １ 月 10日

福 島 県 監 査 委 員 勅 使 河 原 正 之
福 島 県 監 査 委 員 佐 久 間 俊 男

様
福 島 県 監 査 委 員 美 馬 武 千 代
福 島 県 監 査 委 員 ● 家 惣 一 郎

福 島 県 知 事 □印
平 成 30年 度 包 括 外 部 監 査 の 結 果 に 基 づ く 措 置 の 状 況 に つ い て （ 通 知 ）

こ の こ と に つ い て 、 別 紙 の と お り 措 置 を 講 じ ま し た の で 、 地 方 自 治 法 第 252条 の 38第 ６
項 の 規 定 に 基 づ き 通 知 し ま す 。

（ 別 紙 ）
平 成 30年 度 包 括 外 部 監 査 の 結 果 に 対 す る 措 置 の 状 況

項 目 名 監 査 結 果 報 告 の 内 容 （ 要 旨 ） 措 置 の 内 容

決 裁 日 漏 れ 【 指 摘 事 項 】 発 議 書 の 決 裁 日 の 記 載 が 漏 れ て
に つ い て 発 議 書 に は 決 裁 日 を 原 則 と し い た も の で あ り 、 今 後 記 載 漏 れ が
（ 農 産 物 流 て 記 載 し な け れ ば な ら な い が 、 な い よ う 、 複 数 人 に よ る チ ェ ッ ク
通 課 他 ） 記 載 が 漏 れ て い る 。 を 行 い 、 事 務 誤 り の 防 止 に 努 め て
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報 告 書 71頁 他に同様の指摘８件あり。（参 い く 。
照 頁 87、 9 6、 1 1 8、 1 7 0、 1 8 1、
189、 197、 204）

契 約 書 記 載 【 指 摘 事 項 】 違約金条項等を追加する際に誤っ
誤 り に つ い 「 ふ く し ま 新 発 売 。 」 復 興 た も の で あ り 、 今 後 誤 り の な い よ
て プ ロ ジ ェ ク ト に つ い て 、 平 成 29 う、複数人によるチェックを行い、
（ 農 産 物 流 年 ４ 月 １ 日 か ら 、 契 約 解 除 に 係 事 務 誤 り の 防 止 に 努 め て い く 。
通 課 ） る 違 約 金 条 項 等 が 追 加 さ れ 、 委
報 告 書 71頁 託 業 務 変 更 契 約 書 を 締 結 し て い

る 。 違 約 金 に 関 す る 条 項 に 関 す
る 修 正 で は 、 原 契 約 書 第 12条 第
２ 項 を 削 除 し 、 第 12条 の ２ と し
て 追 加 す る と 記 載 し て い る 。 変
更契約書の追加された条項では、
第 13条 の ２ と な っ て お り 、 契 約
内 容 が 記 載 と 相 違 し て い る 。

委 託 料 の 額 【 指 摘 事 項 】 委 託 料 の 額 が 確 定 額 と 同 一 の 場
の 確 定 調 書 緊 急 時 環 境 放 射 線 モ ニ タ リ ン 合 で 、 通 知 を 省 略 し た 場 合 の 委 託
に つ い て グ 検 査 情 報 （ 農 林 水 産 物 ・ 加 工 料 の 額 の 確 定 調 書 に つ い て は 、 宛
（ 農 産 物 流 食 品 ） 検 索 サ イ ト 開 発 ・ 管 理 運 先 、 文 書 記 号 及 び 番 号 の 記 載 を 省
通 課 ） 営 業 務 の 委 託 料 の 額 の 確 定 通 知 略 す る 取 扱 い と す る 。
報 告 書 71頁 は 、 委 託 料 の 額 の 確 定 調 書 で 決

裁が行われる運用となっている。
そ の 際 、 宛 先 を 明 記 す る こ と と
な っ て い る が 、 記 入 漏 れ と な っ
て い る 。
な お 、 当 該 契 約 は 、 確 定 額 が

委 託 額 と 同 額 で あ り 、 確 定 通 知
を 省 略 す る こ と が 可 能 で あ る 。
他 の 事 業 に お い て も 同 額 の 場 合
は 、 原 則 と し て 省 略 と す る 運 用
が な さ れ て い る こ と か ら 、 当 該
事 業 に お い て も 、 通 知 を 省 略 す
る 運 用 を す べ き で あ り 、 決 裁 時
に 多 角 的 に 検 討 さ れ て い な い と
い え る 。 今 後 、 運 用 の 徹 底 が 望
ま れ る 。

業 務 委 託 契 【 指 摘 事 項 】 発 議 書 の 起 案 日 に つ い て 記 載 す
約書の通知・ 県 で は 、 発 議 書 の 決 裁 に つ い る 際 に 誤 っ た も の で あ り 、 支 出 負
送 付 に 関 す て 、 併 せ て 支 出 負 担 行 為 調 書 の 担 行 為 調 書 の 決 裁 日 が 正 し い 日 付
る 発 議 書 の 決 裁 を 受 け る 場 合 は 、 発 議 書 の で あ る 。 今 後 誤 り の な い よ う 、 複
決 裁 日 に つ 決 裁 日 を 省 略 す る 取 扱 い を 行 っ 数 人 に よ る チ ェ ッ ク を 行 い 、 事 務
い て て い る 。 「 が ん ば ろ う ふ く し 誤 り の 防 止 に 努 め て い く 。
（ 農 産 物 流 ま ！ 」 応 援 店 等 拡 大 事 業 の 業 務
通 課 ） 委 託 契 約 の 通 知 ・ 送 付 に 関 す る
報 告 書 75頁 発 議 書 に お い て も 同 様 の 取 扱 い

と な っ て い た が 、 支 出 負 担 行 為
調 書 の 決 裁 日 が 、 発 議 書 の 起 案
日 以 前 と な っ て い た 。

補 助 金 の 確 【 指 摘 事 項 】 リ ー ス 契 約 書 及 び リ ー ス 物 件 借
認 書 類 の 不 補 助 金 の 実 績 報 告 書 の 添 付 資 受 証 に つ い て は 、 平 成 30年 11月 21
備 に つ い て 料 と し て 以 下 の 書 類 を 入 手 す る 日に事業実施主体から徴取し、リー
（ 南 会 津 農 こ と に な っ て い る 。 ス 取 引 の 内 容 が 適 正 で あ る こ と を
林 事 務 所 ） ⑴ 本 事 業 に 係 る 支 払 を 証 す る 確 認 し た 。

───────────────────────────────────────────────────────────
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報告書 138頁 書 類 （ 領 収 書 、 明 細 書 等 ） ま た 、 成 果 確 認 時 に 使 用 す る 補

⑵ そ の 他 知 事 が 必 要 と 認 め る 助事業成果確認チェックリストに、
書 類 具 体 的 な 確 認 書 類 と し て 「 リ ー ス
No.４ の 補 助 金 は 、 色 彩 選 別 機 契約書」及び「リース物件借受証」

の リ ー ス に よ る 導 入 に 係 る 事 業 を 明 記 す る こ と に よ り 、 審 査 の 徹
費 に 対 し て 補 助 す る も の で あ る 底 を 図 っ て い る 。
が 、 物 件 の 現 物 及 び 補 助 金 相 当
額 の リ ー ス 会 社 へ の 支 払 に 関 す
る 振 込 金 受 取 書 は 確 認 し て い る
も の の 、 リ ー ス 契 約 書 及 び リ ー
ス物件借受証を確認していなかっ
た 。 ま た 、 補 助 事 業 等 検 査 確 認
に お い て も 契 約 書 写 の 添 付 に つ
い て 確 認 項 目 を 「 適 」 と し て い
た 。 リ ー ス 契 約 書 及 び リ ー ス 物
件 借 受 証 は リ ー ス 取 引 の 実 在 性
を 示 す 重 要 な 書 類 で あ る こ と か
ら 、 補 助 事 業 の 実 績 確 認 書 類 と
し て 徴 求 し 、 検 証 を 行 う 必 要 が
あ る 。

事 業 の 実 施 【 指 摘 事 項 】 補 助 金 額 の う ち 、 交 付 決 定 日 よ
期 間 に つ い 事 業 の 実 施 期 間 は 平 成 29年 ６ り 前 に 発 生 し た 経 費 の た め 、 補 助
て 月 １ 日 か ら 平 成 30年 ３ 月 28日 で 対 象 外 で あ っ た 経 費 に 対 す る 部 分
（ 水 産 課 ） あ る が 、 交 付 決 定 の 通 知 が 行 わ に つ い て 、 事 業 実 施 主 体 か ら 令 和
報告書205頁 れ た 平 成 29年 ６ 月 １ 日 よ り 前 に 元 年 10月 30日 に 返 納 さ れ た 。 事 業

発 生 し た 経 費 を 補 助 対 象 事 業 に 実 施 主 体 に 対 し て 、 補 助 金 交 付 の
含 め て い る 。 条 件 等 を 遵 守 す る よ う 、 ま た 、 申
支 出 一 覧 に は ８ 月 31日 と 記 載 請 内 容 の 複 数 で の チ ェ ッ ク を 徹 底

し て お り 、 支 払 日 を も っ て 事 業 す る よ う 指 導 し た 。 さ ら に 、 県 と
実 施 期 間 内 に 実 施 し た 事 業 に 係 し て も 、 実 績 確 認 は 二 重 の チ ェ ッ
る 経 費 に し て い る と 見 受 け ら れ ク 体 制 で 行 っ て い く 。
る が 、 請 求 書 に は 取 引 日 の 記 載
が あ り 明 ら か に 交 付 決 定 の 通 知
よ り 前 に 実 施 さ れ た 事 業 に 係 る
経 費 で あ り 指 摘 す る 。

実 績 報 告 書 【 指 摘 事 項 】 平 成 30年 １ 月 以 降 の 事 業 内 容 の
の 記 載 内 容 実 績 報 告 書 の 添 付 書 類 で あ る 詳 細 を 記 載 し た 一 覧 表 を 、 平 成 30
の 確 認 に つ 事 業 費 の 根 拠 と な る 内 訳 を 記 載 年 10月 末 に 事 業 実 施 主 体 か ら 徴 取
い て し た 資 料 「 平 成 29年 度 福 島 県 水 し 、 適 正 で あ る こ と を 確 認 し た 。
（ 水 産 課 ） 産 加 工 原 料 等 安 定 確 保 支 援 事 業 今 後 、 実 績 報 告 提 出 書 類 確 認 は 二
報告書205頁 の 実 績 （ 事 業 費 ） 一 覧 表 」 に 事 重 の チ ェ ッ ク 体 制 で 行 っ て い く 。

業 費 の 支 払 先 と 事 業 内 容 が 記 載
さ れ て お り 、 事 業 費 の 内 容 を 確
認 す る こ と が で き る 。
し か し 、 平 成 30年 １ 月 以 降 の

事 業 費 の 支 出 に つ い て は 日 付 、
支 払 先 及 び 金 額 し か 記 載 さ れ て
お ら ず 、 事 業 内 容 の 詳 細 （ 実 施
（ 納 品 ） 日 、 品 目 、 数 量 、 運 搬
区 間 等 ） の 記 載 が な い た め 事 業
内 容 の 確 認 が で き な い 。 事 業 実
績 報 告 書 の 添 付 資 料 に 不 備 が あ
る 場 合 は 再 提 出 を 求 め 、 又 は 事
業 内 容 を 聴 取 し 補 助 対 象 経 費 と
することの適否について検討し、
検 討 結 果 及 び 結 論 を 記 載 し て お
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━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
く べ き で あ り 指 摘 す る 。

（ 監 査 総 務 課 ）

監 査 公 表 第 ２ 号
地 方 自 治 法 （ 昭 和 22年 法 律 第 67号 ） 第 199条 第 ４ 項 の 規 定 に よ り 実 施 し た 定 期 監 査 の 結

果 は 、 次 の と お り で す 。
令 和 ２ 年 ２ 月 14日

福 島 県 監 査 委 員 勅 使 河 原 正 之
福 島 県 監 査 委 員 佐 久 間 俊 男
福 島 県 監 査 委 員 美 馬 武 千 代
福 島 県 監 査 委 員 ● 家 惣 一 郎

１ 監 査 実 施 期 間 令 和 元 年 11月 12日 ～ 令 和 ２ 年 １ 月 10日
２ 監 査 対 象 機 関 公 所 19か 所
３ 監 査 の 結 果

監 査 は 、 県 中 地 方 振 興 局 ほ か ９ 機 関 に つ い て は 平 成 30会 計 年 度 の 財 務 に 関 す る 事 務 、
消 防 防 災 航 空 セ ン タ ー ほ か ８ 機 関 に つ い て は 平 成 30会 計 年 度 及 び 令 和 元 会 計 年 度 の 財
務 に 関 す る 事 務 に つ い て 実 施 し た 。
⑴ 総 務 部

対 象 機 関 実 施 年 月 日 担 当 監 査 委 員 実施方法 職 員 調 査 年 月 日

県中地方振興 令和元年９月５日
令和２年１月10日 佐久間俊男 美馬武千代 実地監査

局 令和元年９月６日

○ 下 記 の と お り 指 導 事 項 が 認 め ら れ た の で 、 措 置 又 は 留 意 ・ 改 善 す る よ う 指 導 し た 。
指 導 事 項
・ 工 事 の 変 更 に よ り 請 負 代 金 が 500万 円 以 上 に な っ た に も か か わ ら ず 、 契 約 保 証
金 の 取 扱 い の 見 直 し を 行 わ ず に 変 更 契 約 を 締 結 し て い る 。

（ 県 中 地 方 振 興 局 ）
・ 行 政 財 産 の 使 用 許 可 及 び 貸 付 に 係 る 管 理 経 費 の う ち 、 平 成 31年 ３ 月 使 用 分 に
つ い て 、 調 定 額 算 出 の 根 拠 と な る 電 気 料 金 等 の 請 求 書 を 受 理 し た 同 年 ４ 月 当
初 の 同 年 度 分 と し て 調 定 す べ き も の を 同 年 ３ 月 31日 付 け で 平 成 30年 度 分 と し
て 調 定 し て い る 。 （ 県 中 地 方 振 興 局 ）

・ 工 事 執 行 権 者 か ら 提 出 さ れ た 総 合 評 価 方 式 評 価 結 果 （ 地 域 密 着 型 ） に お い て 、
加 点 の 対 象 に な ら な い 項 目 に 誤 っ て 加 点 し た も の に 気 付 か ず 入 札 を 執 行 し た 。

（ 県 中 地 方 振 興 局 ）
・ 土 地 区 画 整 理 事 業 の 保 留 地 に 係 る 不 動 産 取 得 税 に つ い て 、 土 地 取 得 の 契 約 締
結 に 基 づ き 課 税 し て い た に も か か わ ら ず 、 事 業 完 了 し て 所 有 権 移 転 登 記 後 に
重 複 し て 課 税 し た 。 （ 県 中 地 方 振 興 局 ）

⑵ 危 機 管 理 部

対 象 機 関 実 施 年 月 日 担 当 監 査 委 員 実施方法 職 員 調 査 年 月 日

消防防災航空
令和元年12月５日 美馬武千代 実地監査 令和元年10月23日

センター

上 記 の 監 査 対 象 機 関 の 財 務 に 関 す る 事 務 の 執 行 は 、 適 正 と 認 め ら れ た 。
⑶ 保 健 福 祉 部

対 象 機 関 実 施 年 月 日 担 当 監 査 委 員 実施方法 職 員 調 査 年 月 日

相双保健福祉 令和元年10月３日
令和元年11月21日 美馬武千代 ●家惣一郎 実地監査

事務所 令和元年10月４日

福島学園 令和２年１月10日 佐久間俊男 美馬武千代 実地監査 令和元年11月12日

○ 下 記 の と お り 指 導 事 項 が 認 め ら れ た の で 、 措 置 又 は 留 意 ・ 改 善 す る よ う 指 導 し た 。

�
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━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
指 導 事 項
・ 生 活 保 護 法 第 63条 に よ る 保 護 費 用 の 返 還 の 収 入 調 定 に １ か 月 以 上 遅 延 し て い
る も の が あ る 。 （ 相 双 保 健 福 祉 事 務 所 ）

・ 児 童 福 祉 施 設 入 所 費 負 担 金 に 係 る 未 納 者 に 対 す る 督 促 事 務 に つ い て 、 納 期 限
を ６ 月 以 上 徒 過 し て 督 促 状 を 送 付 し て い る も の 及 び 督 促 状 の 指 定 納 期 限 を 送
付 日 の 前 に 設 定 し て い る も の が あ る 。 （ 相 双 保 健 福 祉 事 務 所 ）

上 記 以 外 の 監 査 対 象 機 関 の 財 務 に 関 す る 事 務 の 執 行 は 、 適 正 と 認 め ら れ た 。
⑷ 商 工 労 働 部

対 象 機 関 実 施 年 月 日 担 当 監 査 委 員 実施方法 職 員 調 査 年 月 日

テクノアカデ
令和元年11月14日 美馬武千代 ●家惣一郎 実地監査 令和元年９月19日

ミー浜

上 記 の 監 査 対 象 機 関 の 財 務 に 関 す る 事 務 の 執 行 は 、 適 正 と 認 め ら れ た 。
⑸ 農 林 水 産 部

対 象 機 関 実 施 年 月 日 担 当 監 査 委 員 実施方法 職 員 調 査 年 月 日

県南農林事務 令和元年10月８日
令和元年11月26日 美馬武千代 ●家惣一郎 実地監査

所 令和元年10月９日

上 記 の 監 査 対 象 機 関 の 財 務 に 関 す る 事 務 の 執 行 は 、 適 正 と 認 め ら れ た 。
⑹ 土 木 部

対 象 機 関 実 施 年 月 日 担 当 監 査 委 員 実施方法 職 員 調 査 年 月 日

県南建設事務 令和元年10月10日
令和元年11月26日 美馬武千代 ●家惣一郎 実地監査

所 令和元年10月11日

相馬港湾建設 令和元年９月17日
令和元年11月14日 美馬武千代 ●家惣一郎 実地監査

事務所 令和元年９月18日

小名浜港湾建 令和元年10月３日
令和元年11月19日 美馬武千代 ●家惣一郎 実地監査

設事務所 令和元年10月４日

福島空港事務
令和元年11月12日 美馬武千代 ●家惣一郎 実地監査 令和元年10月１日

所

県北流域下水
令和元年11月21日 美馬武千代 ●家惣一郎 実地監査 令和元年10月２日

道建設事務所

県中流域下水
令和元年11月12日 美馬武千代 ●家惣一郎 実地監査 令和元年10月１日

道建設事務所

○ 下 記 の と お り 指 摘 事 項 が 認 め ら れ た の で 、 今 後 こ の よ う な こ と の 生 じ な い よ う 適
正 な 事 務 処 理 に 努 め る こ と 。
指 摘 事 項
・ 設 計 額 に 誤 り が あ り 、 入 札 事 務 に お け る 落 札 者 の 決 定 に つ い て 重 大 な 影 響 を
与 え た も の が あ る 。 （ 県 南 建 設 事 務 所 ）
「 事 実 」
施 工 箇 所 が 点 在 す る 工 事 の 入 札 に お い て 、 積 算 方 法 に 誤 り が あ る ま ま 設

計 書 を 作 成 し 入 札 事 務 を 行 っ た た め 、 本 来 受 注 す べ き で あ っ た 業 者 と 異 な
る 業 者 と 契 約 し て い る 工 事 が １ 件 あ る 。
「 是 正 ・ 改 善 等 の 意 見 」
設 計 書 の 作 成 に 当 た っ て は 、 積 算 方 法 の 情 報 共 有 や チ ェ ッ ク 体 制 等 を 強

化 す る と と も に 、 関 係 規 程 に 基 づ き 適 正 に 行 う こ と 。
○ 下 記 の と お り 指 導 事 項 が 認 め ら れ た の で 、 措 置 又 は 留 意 ・ 改 善 す る よ う 指 導 し た 。
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━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
指 導 事 項
・ 工 事 請 負 変 更 契 約 に お い て 、 工 期 延 長 の 変 更 契 約 を 行 う 際 に 、 追 加 の 工 事 を
含 め て 締 結 す べ き と こ ろ 、 次 の 変 更 契 約 で 処 理 し て い る 。
工 事 の 名 称 漁 港 災 害 復 旧 （ 再 復 ） 工 事 （ 海 岸 堤 防 ）

（ 相 馬 港 湾 建 設 事 務 所 ）
・ 工 事 請 負 契 約 に 基 づ く 契 約 保 証 金 に つ い て 、 契 約 内 容 の 完 了 確 認 後 に 速 や か
に 還 付 を 行 う べ き と こ ろ 、 ３ か 月 以 上 遅 延 し て 還 付 し て い る 。

（ 相 馬 港 湾 建 設 事 務 所 ）
上 記 以 外 の 監 査 対 象 機 関 の 財 務 に 関 す る 事 務 の 執 行 は 、 適 正 と 認 め ら れ た 。

⑺ 教 育 委 員 会

対 象 機 関 実 施 年 月 日 担 当 監 査 委 員 実施方法 職 員 調 査 年 月 日

長沼高等学校 令和元年12月５日 美馬武千代 実地監査 令和元年10月23日

塙工業高等学
令和元年12月６日 美馬武千代 ●家惣一郎 実地監査 令和元年10月24日

校

耶麻農業高等
令和２年１月９日 勅使河原正之 ●家惣一郎 実地監査 令和元年11月７日

学校

大沼高等学校 令和２年１月９日 勅使河原正之 ●家惣一郎 実地監査 令和元年11月８日

会津農林高等
令和２年１月８日 佐久間俊男 美馬武千代 実地監査 令和元年11月６日

学校

石川支援学校 令和元年12月６日 美馬武千代 ●家惣一郎 実地監査 令和元年10月24日

○ 下 記 の と お り 指 導 事 項 が 認 め ら れ た の で 、 措 置 又 は 留 意 ・ 改 善 す る よ う 指 導 し た 。
指 導 事 項
・ 公 共 資 金 前 渡 経 理 者 の 通 帳 記 帳 を １ 年 以 上 行 わ な か っ た た め 、 水 道 料 減 免 分
の 返 還 額 の 収 入 調 定 が 遅 延 し て い る 。 （ 塙 工 業 高 等 学 校 ）

・ 生 産 物 の 生 産 台 帳 へ の 記 載 及 び 出 納 簿 の 整 理 が 適 切 で な い た め 、 生 産 量 及 び
現 在 量 が 確 認 で き な い も の が あ る 。 （ 耶 麻 農 業 高 等 学 校 ）

・ 燃 料 単 価 契 約 に か か る 事 務 手 続 に お い て 、 予 定 価 格 を 超 え て 契 約 し て い る も
の が あ る 。 （ 会 津 農 林 高 等 学 校 ）

・ 有 価 買 取 を 伴 う 物 品 の 処 分 に つ い て 、 不 用 決 定 の 手 続 前 に 履 行 期 限 の 記 載 の
な い 廃 棄 物 等 収 集 運 搬 及 び 処 分 の 契 約 を 締 結 し 、 物 品 の 引 渡 し の 前 に 履 行 確
認 し て い る 。 （ 会 津 農 林 高 等 学 校 ）

・ 行 政 財 産 使 用 許 可 及 び 行 政 財 産 使 用 料 の 審 査 及 び 確 認 が 不 十 分 で あ っ た た め 、
収 入 調 定 額 に 不 足 額 が 生 じ て い る も の が あ る 。 （ 会 津 農 林 高 等 学 校 ）

上 記 以 外 の 監 査 対 象 機 関 の 財 務 に 関 す る 事 務 の 執 行 は 、 適 正 と 認 め ら れ た 。
⑻ 公 安 委 員 会

対 象 機 関 実 施 年 月 日 担 当 監 査 委 員 実施方法 職 員 調 査 年 月 日

会津坂下警察
令和２年１月８日 佐久間俊男 美馬武千代 実地監査 令和元年11月５日

署

上 記 の 監 査 対 象 機 関 の 財 務 に 関 す る 事 務 の 執 行 は 、 適 正 と 認 め ら れ た 。
（ 監 査 総 務 課 ）

監 査 公 表 第 ３ 号
令 和 元 年 11月 29日 監 査 公 表 第 11号 に よ り 公 表 し た 監 査 結 果 に つ い て 、 地 方 自 治 法 （ 昭

和 22年 法 律 第 67号 ） 第 199条 第 12項 の 規 定 に 基 づ き 、 福 島 県 知 事 か ら 次 の と お り 措 置 状 況
の 通 知 が あ っ た の で 、 同 項 の 規 定 に よ り こ れ を 公 表 す る 。

令 和 ２ 年 ２ 月 14日
福 島 県 監 査 委 員 勅 使 河 原 正 之

����
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━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
福 島 県 監 査 委 員 佐 久 間 俊 男
福 島 県 監 査 委 員 美 馬 武 千 代
福 島 県 監 査 委 員 ● 家 惣 一 郎

元 財 第 2 0 1 9 号
令 和 元 年 12月 25日

福 島 県 監 査 委 員 勅 使 河 原 正 之
福 島 県 監 査 委 員 佐 久 間 俊 男

様
福 島 県 監 査 委 員 美 馬 武 千 代
福 島 県 監 査 委 員 ● 家 惣 一 郎

福 島 県 知 事 内 堀 雅 雄 □印
定 期 監 査 に 係 る 措 置 状 況 に つ い て （ 通 知 ）

令 和 元 年 11月 19日 付 け 元 福 監 第 171号 で 報 告 の あ り ま し た こ の こ と に つ い て 、 別 紙 の と
お り 措 置 を 講 じ ま し た の で 、 地 方 自 治 法 第 199条 第 12項 の 規 定 に よ り 通 知 し ま す 。

（ 別 紙 ）
定 期 監 査 に 係 る 措 置 状 況 に つ い て

１ 監 査 対 象 機 関 財 務 総 室 、 文 書 管 財 総 室
監 査 対 象 年 度 平 成 30年 度
監 査 実 施 年 月 日 令 和 元 年 ９ 月 ６ 日

指 摘 事 項 措 置 状 況

「 指 摘 事 項 」
債 務 負 担 行 為 の 手 続 に 著 し く 適 正 で な 今 般 の 事 案 は 、 債 務 負 担 行 為 の 手 続 に

い も の が あ る 。 対 す る 認 識 不 足 及 び 組 織 的 な チ ェ ッ ク が
「 事 実 」 不 十 分 で あ っ た こ と が 原 因 で す 。
他 県 等 応 援 職 員 用 公 舎 の リ ー ス 契 約 に 今 後 の 債 務 負 担 行 為 に よ る 契 約 に つ い

つ い て は 、 平 成 30年 ３ 月 31日 で リ ー ス 物 て は 、 事 業 課 及 び 予 算 主 管 課 と も に 契 約
件 の 使 用 （ 入 居 ） 期 間 が 終 了 す る こ と か 期 間 や 更 新 時 期 に 留 意 し 、 適 切 な 時 期 に
ら 、 令 和 ３ 年 ３ 月 31日 ま で 延 長 す る 契 約 予 算 計 上 し 、 契 約 事 務 処 理 を 行 う よ う 努
を 平 成 30年 ３ 月 23日 に 締 結 し て い る 。 め て ま い り ま す 。
本 来 、 平 成 29年 度 予 算 で 債 務 負 担 行 為

と し て 計 上 し 契 約 す べ き と こ ろ 、 予 算 計
上 年 度 を 誤 り 平 成 30年 度 予 算 に 計 上 し て
い る こ と か ら 、 予 算 の 定 め が な い 状 態 で
翌 年 度 以 降 の 契 約 を 締 結 し て い る 。
「 是 正 ・ 改 善 等 の 意 見 」
債 務 負 担 行 為 に よ る 契 約 に つ い て は 、

契 約 期 間 に よ る 会 計 年 度 の 確 認 を 徹 底 す
る と と も に 、 組 織 と し て の 内 部 牽 制 が 的

けん

確 に行われるようチェック体制を確立し、
適 正 な 契 約 事 務 処 理 を 行 う こ と 。

２ 監 査 対 象 機 関 文 書 管 財 総 室
監 査 対 象 年 度 平 成 30年 度
監 査 実 施 年 月 日 令 和 元 年 ９ 月 ６ 日

指 摘 事 項 措 置 状 況

「 指 摘 事 項 」
復 興 公 営 住 宅 に 係 る 県 有 資 産 等 所 在 市 今 般 の 事 案 は 、 交 付 金 の 算 定 対 象 面 積

町 村 交 付 金 に つ い て 、 内 部 牽 制 が 十 分 に の 考 え 方 に つ い て 、 内 部 で の 確 認 が 不 十
けん

機 能 せ ず 事 務 手 続 が 適 正 を 欠 い て い る た 分 で あ り 、 内 部 牽 制 が 不 十 分 で あ っ た こ
けん

め 、歳出に重大な影響があるものがある。 と が 原 因 で す 。
「 事 実 」 今 般 の 事 案 を 受 け 、 令 和 元 年 度 の 交 付
復 興 公 営 住 宅 に 係 る 県 有 資 産 等 所 在 市 時 ま で に 、 内 部 牽 制 体 制 を 見 直 し 、 係 員

けん

町 村 交 付 金 に つ い て は 、 算 定 対 象 外 の 面 同 士 に よ る 相 互 確 認 と と も に 、 管 理 職 に
積 を 加 え る な ど の 誤 り が あ り 、 平 成 28年 よ る 再 確 認 体 制 を 徹 底 す る こ と に よ り 、

��
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度 か ら 平 成 3 0 年 度 ま で の 交 付 額 に 総 額 内 部 牽 制 が 十 分 に 機 能 す る よ う に し ま し

けん

2 0 , 5 6 0 , 7 0 0円 の 過 不 足 が あ っ た 。 た 。
な お 、 過 不 足 額 に つ い て は 、 令 和 元 年 な お 、 是 正 対 象 の 市 町 に 確 認 し て 、 過

度分の交付時までに精算を完了している。 不 足 額 の 精 算 を 完 了 し て い ま す 。
「 是 正 ・ 改 善 等 の 意 見 」 今 後 は 、 公 図 、 竣 工 図 等 か ら 該 当 箇 所
県 有 資 産 等 所 在 市 町 村 交 付 金 の 算 定 に を 確 認 し 、 登 記 簿 の 面 積 と 照 合 し て 、 交

当 た っ て は 、 組 織 と し て の 内 部 牽 制 が 的 付 金 額 を 算 定 す る と と も に 、 複 数 職 員 で
けん

確 に行われるようチェック体制を確立し、 の 確 認 体 制 の 中 で 、 資 料 と の 突 合 を 徹 底
登 記 簿 、 公 図 、 竣 工 図 面 等 の 関 係 資 料 と し 、 同 様 の 処 理 誤 り を 防 止 し て ま い り ま
突 合 し 十 分 に 確 認 の 上 決 定 す る こ と 。 す 。

３ 監 査 対 象 機 関 会 津 地 方 振 興 局
監 査 対 象 年 度 平 成 30年 度
監 査 実 施 年 月 日 令 和 元 年 10月 24日

指 摘 事 項 措 置 状 況

「 指 摘 事 項 」
入 札 事 務 に お け る 総 合 評 価 方 式 評 価 結 今 般 の 事 案 は 、 新 設 さ れ た 制 度 に つ い

果 の 内 容 の 確 認 に お い て 、 著 し く 適 正 を て 、 関 係 職 員 の 理 解 が 不 足 し て い た こ と
欠 い て い る た め 、 落 札 者 の 決 定 に 影 響 を が 原 因 で す 。
及 ぼ し て い る も の が あ る 。 事 案 発 覚 後 、 契 約 に つ い て は 、 工 事 執
「 事 実 」 行 権 者 が 、 現 契 約 者 と 本 来 契 約 す べ き で
工 事 執 行 権 者 か ら 提 出 さ れ た 総 合 評 価 あ っ た 相 手 方 の 同 意 を 得 て 、 現 契 約 を 継

方 式 評 価 結 果 （ 地 域 密 着 型 ） に お い て 、 続 し て お り ま す 。
加 点 の 対 象 と な ら な い 項 目 に つ い て 誤 っ 今 般 の 事 案 を 受 け 、 事 務 マ ニ ュ ア ル を
て 加 点 し た も の 等 が あ り 、 そ の 誤 り に 気 修 正 の 上 、 職 場 内 で 制 度 の 周 知 を 確 実 に
付 か ず 入 札 を 執 行 し た た め 、 本 来 契 約 す 行 う と と も に 、 評 価 結 果 の 内 容 の 確 認 に
べ き で な い 相 手 方 と 契 約 締 結 に 至 っ て い お い て は 、 チ ェ ッ ク リ ス ト へ の 項 目 の 追
る も の が ３ 件 あ る 。 加を実施した上で、複数職員によるチェッ
「 是 正 ・ 改 善 等 の 意 見 」 ク を 徹 底 す る な ど 、 確 認 体 制 を 強 化 し ま
総 合 評 価 方 式 評 価 結 果 の 内 容 の 確 認 に し た 。

当 た っ て は 、 審 査 基 準 等 の 関 係 規 程 に 基 今 後 は 、 関 係 規 程 に 基 づ き 、 適 切 な 入
づ き 適 正 に 行 う こ と 。 札 執 行 に 努 め て ま い り ま す 。

４ 監 査 対 象 機 関 南 会 津 地 方 振 興 局
監 査 対 象 年 度 平 成 30年 度
監 査 実 施 年 月 日 令 和 元 年 ８ 月 ７ 日

指 摘 事 項 措 置 状 況

「 指 摘 事 項 」
建 物 貸 付 料 の 調 定 に お い て 、 ３ か 月 以 今 般 の 事 案 は 、 県 有 財 産 賃 貸 借 契 約 に

上 遅 延 し て い る も の が あ る 。 係 る 建 物 貸 付 料 の 収 入 調 定 に お い て 、 事
「 事 実 」 務 処 理 を 失 念 し て い た こ と が 原 因 で す 。
県 有 財 産 賃 貸 借 契 約 に 係 る 自 動 販 売 機 今 般 の 事 案 を 受 け 、 定 期 的 な 収 入 に 係

建 物 貸 付 料 （ １ 件 546 ,480円 ） に つ い て 、 る チ ェ ッ ク リ ス ト を 作 成 す る と と も に 、
平 成 30年 ４ 月 １ 日 付 け で 収 入 調 定 し 納 期 該 当 月 に お け る 事 務 処 理 に つ い て 、 正 副
限 を 同 年 ５ 月 １ 日 と す べ き と こ ろ 、 同 年 担 当 及 び 管 理 職 そ れ ぞ れ が 確 認 を 徹 底 す
８ 月 30日 に 調 定 し 納 期 限 を 同 年 ９ 月 14日 る な ど 、 チ ェ ッ ク 機 能 及 び 体 制 の 強 化 を
と し て い る 。 図 り ま し た 。
「 是 正 ・ 改 善 等 の 意 見 」 今 後 は 、 事 務 の 進 捗 状 況 を し っ か り と
歳 入 の 調 定 に 当 た っ て は 、 関 係 規 程 に 確 認 し な が ら 、 関 係 規 程 に 基 づ き 適 正 に

基 づ き 遺 漏 の な い よ う 適 正 に 行 う こ と 。 処 理 を 行 っ て ま い り ま す 。

５ 監 査 対 象 機 関 い わ き 地 方 振 興 局
監 査 対 象 年 度 平 成 30年 度
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監査 実 施 年 月 日 令和 元 年 ８ 月 ８ 日

指 摘 事 項 措 置 状 況

「 指 摘 事 項 」
保 留 地 に 係 る 不 動 産 取 得 税 の 課 税 が 適 今 般 の 課 税 誤 り に つ い て は 、 保 留 地 に

正 を 欠 い て い る た め 、 収 入 事 務 に 重 大 な 係 る 不 動 産 取 得 税 の 課 税 方 法 の 理 解 が 不
影 響 を 与 え て い る も の が あ る 。 十 分 で あ っ た こ と 、 課 税 期 間 の 経 過 に つ
「 事 実 」 い て は 、 保 留 地 の 異 動 状 況 の 把 握 が 不 十
甲 土 地 区 画 整 理 事 業 の 保 留 地 に 係 る 不 分 で あ っ た こ と が 原 因 で す 。

動 産 取 得 税 の 課 税 に つ い て は 、 土 地 取 得 誤 っ て 課 税 し た 20件 に つ い て は 、 平 成
の 契 約 締 結 に 基 づ き 課 税 す べ き と こ ろ 、 31年 １ 月 29日 に 課 税 を 取 り 消 し 、 納 付 が
事 業 完 了 後 の 所 有 権 移 転 登 記 に 基 づ き 課 あ っ た ８ 件 に つ い て は 、 平 成 31年 ２ 月 28
税 し た た め 、 平 成 3 1年 １ 月 1 0日 に 2 0件 日 ま で に 全 て 還 付 し ま し た 。
843 , 5 0 0円 を 誤 っ て 課 税 し た 。 今 般 の 事 案 を 受 け 、 保 留 地 の 課 税 方 法
そ の う ち 16件 629 ,200円 に つ い て は 既 に に つ い て 研 修 を 実 施 す る と と も に 、 課 税

課 税 済 み で あ り 、 ４ 件 214 ,300円 は 課 税 で 資 料 作 成 時 の ダ ブ ル チ ェ ッ ク を 徹 底 す る
き る 期 間 を 経 過 し て い た 。 こ と と し ま し た 。
な お 、 当 該 課 税 に つ い て は 、 平 成 31年 ま た 、 全 県 税 部 で 情 報 を 共 有 し 、 二 重

２月８日までに全て取り消し、納付があっ 課 税 の リ ス ク に つ い て 改 め て 注 意 喚 起 す
た８件 327,900円については還付している。 る と と も に 、 県 税 賦 課 事 務 提 要 を 一 部 改
「 是 正 ・ 改 善 等 の 意 見 」 正 し 、 保 留 地 課 税 に お け る 留 意 事 項 や 二
不 動 産 取 得 税 の 課 税 に 当 た っ て は 、 課 重 課 税 防 止 策 に つ い て 明 記 し ま し た 。

税資料作成時の確認を徹底するとともに、 今後は、県税賦課事務提要等を厳守し、
関 係 規 程 に 基 づ き 適 正 に 行 う こ と 。 適 正 な 事 務 処 理 に 努 め て ま い り ま す 。

６ 監 査 対 象 機 関 危 機 管 理 総 室
監 査 対 象 年 度 平 成 30年 度
監 査 実 施 年 月 日 令 和 元 年 ９ 月 ２ 日

指 摘 事 項 措 置 状 況

「 指 摘 事 項 」
附 属 機 関 の 委 員 等 に 係 る 委 嘱 事 務 に つ 今 般 の 事 案 は 、 委 嘱 事 務 の 重 要 性 並 び

い て 、 牽 制 体 制 が 機 能 し て お ら ず 、 公 文 に 公 文 書 及 び 個 人 情 報 の 管 理 に つ い て 業
けん

書 及 び 個 人 情 報 の 管 理 に 著 し く 適 正 を 欠 務 担 当 の 理 解 が 不 足 し て い た こ と 、 組 織
い て い る も の が あ る 。 的 な 牽 制 体 制 が 機 能 し て い な か っ た こ と

けん

「 事 実 」 が 原 因 で す 。
福 島 県 防 災 会 議 及 び 福 島 県 石 油 コ ン ビ 今 般 の 事 案 を 受 け 、 防 災 会 議 等 の 委 嘱

ナ ー ト 等 防 災 本 部 の 委 員 等 に 係 る 委 嘱 事 事 務 に つ い て 、 関 係 機 関 を 訪 問 し 経 緯 の
務 に つ い て 、 平 成 30年 ４ 月 １ 日 付 け で な 説 明 及 び 謝 罪 を 行 う と と も に 、 委 嘱 状 を
さ れ て い る べ き 手 続 が 行 わ れ て お ら ず 、 作 成 し 改 め て 書 面 に よ る 会 議 を 開 催 し ま
平 成 31年 ４ 月 に 関 係 機 関 か ら の 指 摘 を 受 し た 。
け て 当 該 事 実 が 判 明 し た 。 こ の た め 、 平 また、職員一人一人の制度理解を深め、
成 31年 １ 月 28日 に 行 わ れ た 福 島 県 防 災 会 関 係 規 程 に 基 づ い た 適 正 な 事 務 処 理 を 行
議 の 決 議 は 無 効 と な っ た 。 う た め 、 文 書 の 適 切 な 管 理 及 び 個 人 情 報
ま た 、 平 成 29年 度 に 提 出 を 受 け た 就 任 の 取 扱 い に つ い て 、 事 務 処 理 研 修 会 や コ

承 諾 書 、 履 歴 書 及 び 前 任 者 の 辞 職 届 （ ５ ン プ ラ イ ア ン ス 研 修 会 を 開 催 し ま し た 。
機 関 ７ 名 分 計 21件 ） 並 び に 平 成 30年 度 に 今 後 は 、 引 き 続 き 研 修 会 を 実 施 す る ほ
提 出 を 受 け た 就 任 承 諾 書 、 履 歴 書 及 び 前 か 、 管 理 職 が 各 職 員 の 業 務 に つ い て 定 期
任 者 の 辞 職 届 （ １ 機 関 １ 名 分 計 ３ 件 ） を 的 に ヒ ア リ ン グ を 行 う こ と に よ る 進 捗 管
紛 失 し て い る 。 理 及 び 複 数 職 員 に よ る チ ェ ッ ク を 行 う こ
「 是 正 ・ 改 善 等 の 意 見 」 と に よ り 、 内 部 牽 制 体 制 の 強 化 に 努 め て

けん

附 属 機 関 の 委 員 等 に 係 る 委 嘱 事 務 に つ ま い り ま す 。
い て は 、 執 行 状 況 を 適 時 ・ 的 確 に 把 握 す
る チ ェ ッ ク 体 制 を 構 築 す る と と も に 公 文
書 及 び 個 人 情 報 の 管 理 を 徹 底 し 、 関 係 規
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程 に 基 づ き 適 正 に 行 う こ と 。

７ 監 査 対 象 機 関 健 康 衛 生 総 室
監 査 対 象 年 度 平 成 30年 度
監 査 実 施 年 月 日 令 和 元 年 ８ 月 28日

指 摘 事 項 措 置 状 況

「 指 摘 事 項 」
債 権 現 在 高 の 算 出 に 著 し く 適 正 を 欠 い 今 般 の 事 案 は 、 平 成 28年 度 以 前 に 修 学

て い る も の が あ る 。 資 金 の 貸 与 を 受 け 、 県 内 の 医 療 機 関 等 で
「 事 実 」 一 定 期 間 勤 務 し 、 平 成 29年 度 に 修 学 資 金
福島県理学療法士等修学資金（新・旧） の 返 還 債 務 の 免 除 を 受 け た 者 に つ い て 、

及 び 福 島 県 自 治 体 等 病 院 特 定 診 療 科 医 師 当 該 年 度 の 債 権 現 在 高 報 告 で 当 該 免 除 額
確 保 研 修 資 金 の 債 権 現 在 高 に お い て 、 調 に 計 上 す べ き と こ ろ 、 計 上 漏 れ が 生 じ た
査 日 現 在 、 精 査 不 足 に よ り 履 行 期 限 到 来 こ と が 原 因 で す 。
額 、 収 入 未 済 額 、 そ の 他 増 減 額 に 誤 り が 今 般 の 事 案 を 受 け 、 福 島 県 理 学 療 法 士
あ る 。 等 修 学 資 金 （ 新 ・ 旧 ） 及 び 福 島 県 自 治 体
「 是 正 ・ 改 善 等 の 意 見 」 等 病 院 特 定 診 療 科 医 師 確 保 研 修 資 金 の 各
債 権 の 管 理 及 び そ の 現 在 高 の 算 出 に 当 債 権 現 在 高 に つ い て 、 管 理 台 帳 及 び 返 還

た っ て は 、 組 織 内 の チ ェ ッ ク 体 制 を 強 化 免 除 決 定 通 知 書 等 証 ひ ょ う 資 料 と 照 合 ・
し 、 関 係 規 程 に 基 づ き 適 正 に 行 う こ と 。 確 認 の 上 、 令 和 元 年 度 第 ２ 四 半 期 の 債 権

現 在 高 報 告 に お い て 、 修 正 報 告 を 行 い ま
し た 。
今 後 は 、 返 還 債 務 の 免 除 を 受 け た 者 に

関 す る 情 報 に つ い て 、 組 織 内 で 情 報 共 有
を 図 る と と も に 、 債 権 現 在 高 報 告 に 際 し
て は 、 管 理 台 帳 及 び 返 還 免 除 決 定 通 知 書
等 証 ひ ょ う 資 料 の 写 し を 添 付 す る な ど 、
組 織 内 の チ ェ ッ ク 体 制 を 強 化 し 、 適 正 な
債 権 の 管 理 に 努 め て ま い り ま す 。

８ 監 査 対 象 機 関 会 津 若 松 建 設 事 務 所
監 査 対 象 年 度 平 成 30年 度
監 査 実 施 年 月 日 令 和 元 年 ８ 月 ６ 日

指 摘 事 項 措 置 状 況

「 指 摘 事 項 」
技術提案書の評価において誤りがあり、 今 般 の 事 案 は 、 平 成 30年 ４ 月 １ 日 か ら

入 札 事 務 に お け る 落 札 者 の 決 定 に つ い て 新 た に 導 入 さ れ た 制 度 に つ い て 、 評 価 に
重 大 な 影 響 を 与 え た も の が あ る 。 係 る 職 員 の 入 札 監 理 課 主 催 の 説 明 会 で の
「 事 実 」 内 容 や 総 合 評 価 方 式 の 手 引 の 理 解 不 足 が
福 島 県 総 合 評 価 方 式 （ 地 域 密 着 型 ） で 原 因 で す 。

実 施 し た 入 札 に お い て 、 入 札 参 加 者 の 所 事 案 発 覚 後 、 本 来 受 注 す べ き で あ っ た
在 地 を 誤 っ た も の が １ 件 、 加 点 の 対 象 と 業 者 と 異 な る 業 者 と 契 約 し て い る 工 事 に
な ら な い 支 店 に お け る 「 雇 用 の 維 持 ・ 確 つ い て 、 本 来 受 注 す べ き 業 者 及 び 契 約 し
保 」 の 項 目 を 誤 っ て 加 点 し た も の が ２ 件 た 業 者 に 謝 罪 及 び 説 明 を 行 う と と も に 、
の 計 ３ 件 が 本 来 契 約 す べ き で な い 相 手 方 施 工 中 の 工 事 に つ い て は 、 工 事 を 継 続 す
と 契 約 締 結 に 至 っ て い る 。 る 同 意 を 得 ま し た 。
「 是 正 ・ 改 善 等 の 意 見 」 今 般 の 事 案 を 受 け 、 改 正 等 が あ っ た 場
福 島 県 総 合 評 価 方 式 の 評 価 に 当 た っ て 合 に は 、 所 内 の 総 合 評 価 技 術 審 査 会 で 周

は 、 審 査 基 準 な ど の 関 係 規 程 に 基 づ き 適 知 を 図 り 、 新 た な チ ェ ッ ク リ ス ト を 作 成
正 に 行 う こ と 。 し 、 チ ェ ッ ク 体 制 の 強 化 を 図 る こ と と し

ま し た 。
今 後 は 、 関 係 規 程 の 情 報 収 集 及 び 所 内

情 報 提 供 の 強 化 を 図 り 、 適 正 な 評 価 の 実
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───────────────────────────────────────────────────────────

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
施 に 努 め て ま い り ま す 。

９ 監 査 対 象 機 関 会 津 若 松 建 設 事 務 所
監 査 対 象 年 度 平 成 30年 度
監 査 実 施 年 月 日 令 和 元 年 ８ 月 ６ 日

指 摘 事 項 措 置 状 況

「 指 摘 事 項 」
設 計 額 に 誤 り が あ り 、 入 札 事 務 に お け 今 般 の 事 案 は 、 施 工 箇 所 が 点 在 す る 工

る 落 札 者 の 決 定 に つ い て 重 大 な 影 響 を 与 事 に 係 る 積 算 基 準 の 改 正 に つ い て 、 技 術
え た も の が あ る 。 管 理 課 主 催 の 説 明 会 の 復 命 や 通 知 文 書 の
「 事 実 」 周 知 が 徹 底 さ れ ず 、 事 務 所 内 で の 情 報 共
施 工 箇 所 が 点 在 す る 工 事 の 入 札 に お い 有 が 不 足 し て い た こ と が 原 因 で す 。

て 、 積 算 方 法 に 誤 り が あ る ま ま 設 計 書 を 事 案 発 覚 後 、 本 来 受 注 す べ き で あ っ た
作 成 し 入 札 事 務 を 行 っ た た め 、 本 来 受 注 業 者 と 異 な る 業 者 と 契 約 し て い る 工 事 に
す べ き で あ っ た 業 者 と 異 な る 業 者 と 契 約 つ い て 、 本 来 受 注 す べ き 業 者 及 び 契 約 し
し て い る 工 事 が ２ 件 あ る 。 た 業 者 に 謝 罪 及 び 説 明 を 行 う と と も に 、
「 是 正 ・ 改 善 等 の 意 見 」 既 に 竣 工 し て い る こ と か ら 、 工 事 費 の 支
設 計 書 の 作 成 に 当 た っ て は 、 積 算 方 法 払 い が 過 小 と な っ て い た も の は 追 加 の 支

の 情 報 共 有 や チ ェ ッ ク 体 制 等 を 強 化 す る 払 い を し 、 支 払 い が 過 大 と な っ て い た も
と と も に 、 関 係 規 程 に 基 づ き 適 正 に 行 う の は 返 納 を 受 け ま し た 。
こ と 。 今 般 の 事 案 を 受 け 、 正 し い 積 算 方 法 に

つ い て 発 出 さ れ た 通 知 文 の 所 内 周 知 を 徹
底 す る と と も に 、 技 術 管 理 課 主 催 の 説 明
会 に は 、 積 算 担 当 者 だ け で な く 検 算 担 当
者 も 出 席 さ せ 、 所 内 Ｏ Ｊ Ｔ に お い て 基 準
改 正 等 の 内 容 を 伝 達 し 、 積 算 方 法 の 情 報
共 有 を 図 る こ と と し ま し た 。
ま た 、 チ ェ ッ ク 体 制 の 強 化 と 更 な る 情

報 共 有 の た め 、 専 門 技 術 管 理 員 が 積 算 す
る 上 で 間 違 い や す い 事 例 を 月 ご と に 集 計
し 、 課 長 会 議 等 に よ り 情 報 共 有 を 行 い 、
周 知 す る こ と と し ま し た 。
今 後 は 、 上 記 の 取 組 を 継 続 す る と と も

に 、 監 督 員 に よ る 複 数 チ ェ ッ ク を 実 施 す
る な ど 、 関 係 規 程 に 基 づ い た 適 正 な 設 計
書 の 作 成 に 努 め て ま い り ま す 。

10 監 査 対 象 機 関 南 会 津 建 設 事 務 所
監 査 対 象 年 度 平 成 30年 度
監 査 実 施 年 月 日 令 和 元 年 ８ 月 ７ 日

指 摘 事 項 措 置 状 況

「 指 摘 事 項 」
設 計 額 に 誤 り が あ り 、 入 札 事 務 に お け 今 般 の 事 案 は 、 施 工 箇 所 が 点 在 す る 工

る 落 札 者 の 決 定 に つ い て 重 大 な 影 響 を 与 事 に 係 る 積 算 基 準 の 改 正 に つ い て 、 技 術
え た も の が あ る 。 管 理 課 主 催 の 説 明 会 の 復 命 や 通 知 文 書 の
「 事 実 」 周 知 が 徹 底 さ れ ず 、 事 務 所 内 で の 情 報 共
施 工 箇 所 が 点 在 す る 工 事 の 入 札 に お い 有 が 不 足 し て い た こ と が 原 因 で す 。

て 、 積 算 方 法 に 誤 り が あ る ま ま 設 計 書 を 事 案 発 覚 後 、 本 来 受 注 す べ き で あ っ た
作 成 し 入 札 事 務 を 行 っ た た め 、 本 来 受 注 業 者 と 異 な る 業 者 と 契 約 し て い る 工 事 に
す べ き で あ っ た 業 者 と 異 な る 業 者 と 契 約 つ い て は 、 本 来 受 注 す べ き 業 者 及 び 契 約
し て い る 工 事 が １ 件 、 入 札 不 調 と す べ き した業者に謝罪及び説明を行うとともに、
工 事 が 13件 あ る 。 契約を継続することについて同意を得て、
「 是 正 ・ 改 善 等 の 意 見 」 設 計 変 更 時 に 、 正 し い 設 計 額 に 基 づ く 変
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設 計 書 の 作 成 に 当 た っ て は 、 積 算 方 法 更 契 約 を 行 い ま し た 。
の 情 報 共 有 や チ ェ ッ ク 体 制 等 を 強 化 す る ま た 、 入 札 不 調 と す べ き 工 事 に つ い て
と と も に 、 関 係 規 程 に 基 づ き 適 正 に 行 う は 、 契 約 し た 業 者 に 謝 罪 及 び 説 明 を し た
こ と 。 上 で 、 竣 工 し て い る 工 事 に つ い て は 、 正

しい予定価格を上回る金額の返納を受け、
施 工 中 の 工 事 に つ い て は 、 契 約 を 継 続 す
る こ と に つ い て 同 意 を 得 て 、 設 計 変 更 時
に 、 正 し い 設 計 額 に 基 づ く 変 更 契 約 を 行
い ま し た 。
今 般 の 事 案 を 受 け 、 積 算 基 準 改 正 の 説

明 会 に は 、 積 算 基 準 を 理 解 し て い る 職 員
が 出 席 し 、 説 明 会 に 参 加 し な か っ た 職 員
に 対 し て は 、 復 命 会 を 通 じ て 改 正 内 容 の
周 知 徹 底 を 図 る と と も に 、 技 術 管 理 課 か
らの重要な通知文書については、課内ミー
ティング時に周知を行うこととしました。
また、検算時の積算誤りを取りまとめ、

職 員 に フ ィ ー ド バ ッ ク す る と と も に 、 積
算 誤 り が 多 い 箇 所 や 過 去 の 入 札 事 務 誤 作
業 の 事 例 を 課 内 ミ ー テ ィ ン グ で 周 知 し 、
積 算 誤 り の 防 止 を 図 る こ と と し ま し た 。
今後は、設計額に誤りが生じないよう、

関 係 規 程 に 基 づ く 適 正 な 設 計 書 の 作 成 に
努 め て ま い り ま す 。

（ 監 査 総 務 課 ）

監 査 公 表 第 ４ 号
令 和 元 年 11月 29日 監 査 公 表 第 11号 に よ り 公 表 し た 監 査 結 果 に つ い て 、 地 方 自 治 法 （ 昭

和 22年 法 律 第 67号 ） 第 199条 第 12項 の 規 定 に 基 づ き 、 福 島 県 教 育 委 員 会 教 育 長 か ら 次 の と
お り 措 置 状 況 の 通 知 が あ っ た の で 、 同 項 の 規 定 に よ り こ れ を 公 表 す る 。

令 和 ２ 年 ２ 月 14日
福 島 県 監 査 委 員 勅 使 河 原 正 之
福 島 県 監 査 委 員 佐 久 間 俊 男
福 島 県 監 査 委 員 美 馬 武 千 代
福 島 県 監 査 委 員 ● 家 惣 一 郎

元 教 財 第 1 0 6 4 号
令 和 元 年 12月 27日

福 島 県 監 査 委 員 勅 使 河 原 正 之
福 島 県 監 査 委 員 佐 久 間 俊 男

様
福 島 県 監 査 委 員 美 馬 武 千 代
福 島 県 監 査 委 員 ● 家 惣 一 郎

福 島 県 教 育 委 員 会 教 育 長 鈴 木 淳 一 □印
定 期 監 査 に 係 る 措 置 状 況 に つ い て （ 通 知 ）

令 和 元 年 11月 19日 付 け 元 福 監 第 171号 で 報 告 の あ り ま し た こ の こ と に つ い て 、 別 紙 の と
お り 措 置 を 講 じ ま し た の で 、 地 方 自 治 法 第 199条 第 12項 の 規 定 に よ り 通 知 し ま す 。

（ 別 紙 ）
定 期 監 査 に 係 る 措 置 状 況 に つ い て

監 査 対 象 機 関 施 設 財 産 室
監 査 対 象 年 度 平 成 30年 度
監 査 実 施 年 月 日 令 和 元 年 ９ 月 ５ 日

指 摘 事 項 措 置 状 況

「 指 摘 事 項 」
収 入 調 定 事 務 に 適 正 を 欠 い て い る も の 今 般 の 事 案 は 、 債 務 者 で あ る 法 人 の 代

が あ る 。 表 者 が 変 更 と な っ た こ と に つ い て 、 主 務

───────────────────────────────────────────────────────────

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
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━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
「 事 実 」 課担当者が調定の入力を３回誤って行い、
平 成 30年 度 国 立 磐 梯 青 少 年 交 流 の 家 第 全 て （ ３ 回 分 ） 取 り 消 す べ き と こ ろ ２ 回

二 体 育 館 の 財 産 貸 付 料 に つ い て 、 収 入 調 分 の 取 消 し を 失 念 し た こ と 及 び 出 納 局 か
定 を 誤 っ て 複 数 回 行 い 、 一 部 誤 り に 気 付 ら 配 信 さ れ る 収 入 未 済 状 況 の 資 料 に つ い
き 取 り 消 し た も の の 、 そ の 後 、 収 入 未 済 て 、 予 算 主 管 課 担 当 者 に よ る 確 認 が 不 十
状 況 の 確 認 を 怠 っ た た め 、 取 り 消 す べ き 分 で あ っ た た め 、 長 期 に 渡 り 取 消 し 漏 れ
調 定 分 2 ,168 , 79 4円 を 収 入 未 済 扱 い の ま ま に 気 付 か ず 、 翌 年 度 の 決 算 作 業 時 ま で 経
平 成 31年 度 に 繰 り 越 し 、 令 和 元 年 ６ 月 に 過 し た こ と が 原 因 で す 。
誤 り に 気 付 き 減 額 処 理 を し て い る 。 今 後 は 、 誤 っ た 調 定 を 取 り 消 す 際 は 、
「 是 正 ・ 改 善 等 の 意 見 」 取 り 消 す べ き 収 入 調 書 の 番 号 を 常 に 財 務
収 入 調 定 に 当 た っ て は 、 チ ェ ッ ク 体 制 会 計 シ ス テ ム で 確 認 し 、 取 消 し 漏 れ が 発

を 強 化 し 関 係 規 程 に 基 づ き 適 正 に 行 う こ 生 し な い よ う に い た し ま す 。
と 。 ま た 、 出 納 局 か ら 収 入 未 済 に 関 す る 資

料 が 配 信 さ れ る た び に 、 予 算 主 管 課 内 で
管 理 職 も 含 め た 複 数 職 員 に よ る チ ェ ッ ク
を 徹 底 し 、 調 定 の 取 消 し 漏 れ の 発 生 防 止
に 努 め て ま い り ま す 。

（ 監 査 総 務 課 ）


